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──周作クラブ会報　78 号──

◆
周
作
ク
ラ
ブ
・
文
学
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
０

※�

「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」
の
た
め
の
勉
強

会
で
す
。
旅
に
参
加
な
さ
ら
な
い
方
も
、

も
ち
ろ
ん
歓
迎
し
ま
す
。

※�

日
時
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

日　

時　

４
月
４
日
（
土
）
15
時
半
～
17
時

テ
ー
マ　

�「
ユ
リ
ア
と
よ
ぶ
女
」
と
駿
府
・

網
代
／
「
怪
奇
小
説
集
」
と
熱
海

講　

師　

高
橋
千
劔
破
／
今
井
真
理

会　

場　

慶
應
義
塾
大
学
三
田
校
舎
内

　
　
　
　
「
萬
来
舎
」（
南
校
舎
３
階
）

　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄
「
田
町
」
下
車

会　

費　

１
，５
０
０
円
（
飲
み
物
代
と
も
）

※�

事
前
申
込
不
要
。
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

終
了
後
、
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
。

◆
第
21
回
　
遠
藤
文
学
原
点
の
旅

﹁
ユ
リ
ア
と
よ
ぶ
女
﹂﹁
怪
奇
小
説
集
﹂
の
舞

台
︱
駿
府
・
網
代
・
熱
海
を
バ
ス
で
巡
る

日　

時　

５
月
17
日
（
日
）
～
18
日
（
月
）

※�

今
年
の
「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」
は
、
１

泊
２
日
の
小
旅
行
で
す
。
静
岡
や
熱
海
近

辺
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
本
報

３
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
。

◆
遠
藤
周
作
関
連
エ
ッ
セ
イ

　
遠
藤
周
作
さ
ん
の
こ
と�

松
井
千
恵

�

三
田
評
論　

２
０
２
０
年
１
月
号

�

定
価　

４
１
０
円
＋
税

※�

著
者
は
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
の
第
１
回

女
子
学
生
で
、
遠
藤
氏
の
同
級
生
。
元
白

百
合
女
子
大
学
教
授
で
シ
ス
タ
ー
。
遠
藤

氏
の
『
聖
書
の
中
の
女
性
た
ち
』
に
は
、

「
ひ
よ
こ
」
の
あ
だ
名
で
紹
介
さ
れ
る
。

問
合
せ
先　
「
三
田
評
論
」
編
集
部

　
　
　
　
　

 

０
３-

３
４
５
１-

３
５
８
４

※�

本
誌
は
年
間
購
読
が
原
則
で
す
が
、
一
部

売
り
は
、
慶
應
義
塾
三
田
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
、
慶
應
義
塾
生
協
書
籍
部
、

新
宿
の
紀
伊
國
屋
書
店
本
店
で
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

◆
加
賀
乙
彦
会
長
の
新
著

　
わ
た
し
の
芭
蕉

�
講
談
社　

２
０
２
０
年
１
月
28
日
刊

�

定
価　

１
６
０
０
円
＋
税

※�

美
し
い
言
葉
の
世
界
に
遊
ぶ
小
説
家
が
、

芭
蕉
の
句
を
読
み
解
き
な
が
ら
日
本
語
の

豊
か
さ
、
人
の
生
き
方
、
老
い
と
死
の
迎

え
方
を
伝
え
る
味
わ
い
深
い
エ
ッ
セ
イ
。

◆
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど

　 ﹁
三
島
由
紀
夫
展
︱
︱
︿
肉
体
﹀
と
い
う

seco
n
d la

n
g
u
a
g
e

﹂ 
※
観
覧
無
料

日　

時　

�

３
月
22
日
（
日
）
ま
で
【
１
月
18

日
よ
り
開
催
】　

10
時
～
17
時

休
館
日　

�

毎
週
月
曜
日
と
２
月
13
日
（
木
）、

３
月
12
日
（
木
）。

◇
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど

　

東
京
都
町
田
市
原
町
田
４
の
16
の
17

　

 

０
４
２-

７
３
９-

３
４
２
０

　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
「
町
田
駅
」
か
ら
徒
歩
８
分

　

小
田
急
線
「
町
田
駅
」
東
口
か
ら
徒
歩
12
分

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
３
，０
０
０
円
。
入
会
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の「
会
報
」が
送
ら
れ

る
ほ
か
、会
が
主
催
す
る「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」や

遠
藤
作
品
の
足
跡
を
訪
ね
る
「
遠
藤
文
学
・

原
点
の
旅
」
へ
参
加
で
き
ま
す
。
新
年
会
、

各
種
懇
親
会
へ
の
ご
案
内
も
お
送
り
し
ま
す
。

下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。折
り
返
し
ご
案
内

の
資
料
と
会
費
の
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
「
協

力
金
」
の
項
目
を
加
え
た
振
替
用
紙
を
作
り

ま
し
た
の
で
、
ご
意
思
の
あ
る
方
は
一
口�

１
，０
０
０
円
、
何
口
で
も
お
振
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

編
集
後
記

▼
お
正
月
以
来
、
お
だ
や
か
な
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
暖
冬
の
影
響
で
雪
も
降
ら
ず
、
霜
も
立
た

ず
我
が
庭
に
は
、
ノ
ー
ス
ボ
ー
ル
や
三
色
す
み
れ
、

名
残
り
の
サ
ル
ビ
ア
な
ど
が
咲
き
続
け
、
真
冬
の

庭
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
北
陸
や
東
北
・

北
海
道
で
は
、
ま
だ
厳
し
い
冬
が
続
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

▼
２
月
１
日
に
は
、
長
崎
市
外
海
の
遠
藤
周
作
文

学
館
で
、「
遠
藤
周
作
を
偲
ぶ
一
日
」
の
集
い
が
あ

り
、
久
し
ぶ
り
に
遠
藤
周
作
先
生
の
担
当
編
集
者

た
ち
と
、
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
、
先
生
の
思
い
出
は
鮮
や
か
で
、
没
後
23
年
も

経
っ
て
し
ま
っ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
そ
の
晩
は
長

崎
の
夜
を
、
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
の
皆
さ
ん
と
楽
し

み
、
美
味
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

▼
立
春
、
暦
の
上
で
は
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、
親

し
い
友
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
小
生
の
少
年
時

代
か
ら
の
大
親
友
（
故
人
）の
奥
さ
ん
で
す
。
毎
年
、

一
人
、
二
人
と
親
し
い
人
た
ち
が
欠
け
て
い
く
年

令
と
な
り
ま
し
た
…
。

▼
さ
て
、
こ
の
会
報
が
届
く
こ
ろ
に
は
、
ウ
グ
イ

ス
の
初
音
が
聞
か
れ
る
で
し
ょ
う
か
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
78
号

�

２
０
２
０
年
2
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
南
紀
洋
子
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

	

　

Ｆ 

Ａ 

Ｘ　

０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
6
月
の
予
定
で
す
。

遠
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
ご
報
告
と
ご
案
内

　

遠
藤
周
作
氏
生
前
の
「
心
あ
た
た
か
な
病
院
運
動
」（
１
９
８
２
～
）
に
始
ま
っ
た
遠
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
遠
藤
Ｖ
Ｇ
）
は
、
グ
ル
ー
プ
で

の
講
座
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
つ
つ
、
病
院
・
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
目
に
見
え
な
い
〈
人
の
こ
こ
ろ
〉
に
触

れ
る
集
ま
り
だ
か
ら
こ
そ
、
自
己
研
鑽
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
内
多（
う
ち
だ
）勝
康
氏
（
医
療
型
短
期
入
所
施
設
「
も
み
じ
の
家
」
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
講
師
に

迎
え
て
、「
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
が
直
面
し
て
い
る
現
状
と
問
題
」
を
東
京
・
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
で
行
な
い
ま
し
た
。
手
厚
い
医
療
処
置
が
必
要
な

ま
ま
自
宅
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
〈
医
療
的
ケ
ア
児
〉
と
、
重
い
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
〈
家
族
〉
の
た
め
の
宿
泊
・
医
療
施
設
―
―
と
い
う
新
し
い
支
援

の
仕
組
み
が
、
画
像
を
ま
じ
え
て
１
時
間
ほ
ど
、
内
多
講
師
に
よ
っ
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
後
半
で
は
、
遠
藤
周
作
氏
が
「
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
の
状
況
を
知
っ
た
ら
何
を
思
う
か
」
を
前
提
に
、
遠
藤
Ｖ
Ｇ
代
表
・
原
山
建
郎
の
司
会
で
、

内
多
氏
に
加
え
て
、
加
藤
宗
哉
氏
（
作
家
）、
村
松
静
子
氏
（
在
宅
看
護
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｌ
Ｐ
代
表
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

重
い
病
気
を
持
つ
子
供
と
家
族
が
「
そ
の
人
ら
し
く
」
生
き
る
社
会
を
ど
う
し
た
ら
創
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、ま
た
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

遠
藤
Ｖ
Ｇ
で
は
創
設
以
来
、
傾
聴
、
外
来
案
内
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
心
あ
た
た
か
な
医
療
」
実
現
の
た
め
に
参
加

し
て
く
だ
さ
る
方
々
か
ら
の
ご
連
絡
を
、
私
た
ち
は
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�
（
山
崎
洋
子
）

◇
連
絡
先　

件
名
を
「
参
加
希
望
」
と
し
、
以
下
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

E
メ
ー
ル info@

endo-vg.net

お
知
ら
せ


